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 そしてある日一冊の本(安藤 2005)を読んでいると、以下のような記述を見つけました。 
教師の教育行為は、個人の適性や能力に由来するばかりではなく、問題状況に規定される規
範的期待や、それをも超える教師役割として意識されている価値規範との間での取捨選択の
せめぎあいの中から現象として表れてくるものといえるのである。 
 この本を読みながら、教師は理想と現実の狭間で生きていることを実感しました。そして
理想と現実の間で引き裂かれそうになっている教師に寄り添わないでおいて、どれだけ理想
的な「良いもの」を「良いからやってみて」と言っても何も伝わらないのでしょう。冒頭の
一言をきっかけに、私はこのようなことを思うようになりました。 
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